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生産性工場が専門のデータサイエンティストが教える 

「速く」ではなく「減らす」という新仕事術 
もっと仕事ができるようになりたい」 

「より仕事のスピードを高めたい」 

と思うことはありませんか。 

ではなぜ、仕事ができるようになりたいのか。 

人によって答えは様々だと思いますが、中でも 

 

「自分の自由に使える時間を増やしたい」 

 

ということではないでしょうか。 

仕事をガンガン終わらせられれば、もっと余裕を持って自分の

自由な時間が増え、やりたいことに着手できると。 

しかし、仕事のスピードがどれだけ速くなったとしても、あなたの

時間が増えることはありません。 

なぜなら、仕事はいくらでも増えていくからです。 

日々、今日やること、やらなければいけないこと、やりたいことな

どに追われているのだとしたら、 

 

「仕事を速くする」ではなく「仕事を減らす」 

 

という思考を身につけてみませんか。 

仕事ややるべきことを減らすことで、仕事も速く終わりながら、

質を高め時間的な自由を手にすることができます。 

仕事をもっとラクに、速く、より成果を出すが可能になる仕事術

です。 
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